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総合評価 

超高速ポリマ光変調器用材料技術は独創的な技術であり、研究開発も適切に進めら

れていると評価できる。今後、デバイス開発費用を含め多額の資金が必要であり、変

調器開発・販売のためには他企業との連携も模索する必要がある。また、研究開発と

並行して、事業化へ向けての計画の明確化や取り組みの具体化など一層の検討が必要

である。 
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